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事業の概要とポイント

提案する教育プログラム(事業)の全体像

事業のロードマップ

本事業の将来的な展望

➢ 農村環境のモニタリングシステムの構築
➢ 風評被害を払拭した農村再生のシナリオ構築
➢ 農村と他の地域(都市圏)との交流の活発化モデルケース
➢ 総合科学としての農学による次世代教育プログラム構築

連携協力：
飯舘村役場，認定NPO法人ふくしま再生の会
弘前大学，茨城大学，宇都宮大学，明治大学，三重大学，四日市大学，京都大学，佐賀大学
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✔ プログラム体験レポートのテキスト分析
✔ プログラムを通した意識の経時的変化調査
✔ 意識の構造変化に着目した教育効果の評価

✔ 農業環境中の放射性セシウムの把握
✔ 作物のセシウム吸収に関する検討
✔ 根圏土壌の放射性セシウムの挙動

(1)

(2)

今年度の事業実施計画

学生

✔ プログラム実施内容の説明
✔ 農業再開時の懸念事項の聞き取り
✔ プログラム実施についての協力依頼

大学知を教育研究活動に展開し、
飯舘村をフィールドとして学生に
地域復興のあり方を考えさせる教
育プログラムの実施と評価

➢原発事故の3か月後から飯舘村に赴き、NPO法人や農家と
協働で独自の農地除染法を開発し作物の試験栽培を実施

➢学生の現場見学会を実施して現地訪問前後における学生の
意識の変化を目の当たりに

飯舘村の農業復興には放射能汚染地というハンデにめ
げずに新しい日本型農業の創設にチャレンジする若者
を育成することが必要である

蓄積されてきた大学知を教育研究活動に展開し、学
生を飯舘村の現地に連れて行くことで学生に「現場
を見ることの重要性」を実感させると共に、教員と
フィールド研究を行うことで大学の社会的価値と地
域復興のあり方を考えさせる機会を設ける。
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地域復興実用化開発等促進事業
「安全な農畜産物生産を支援する
ICT営農管理システムの開発」を推
進・実用化
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✔ 放射性物質に対する不安→帰村が進まない
✔ 農業が主産業→農業復興が重要
✔ 現状が伝わらない→解消されない風評

提案する教育プログラム(事業)の全体像を参照

✔ 地域内の繋がり
✔ 安全な農業の実施
✔ 風評被害対策

✔ 村の現状を認識
✔ 情報の発信
✔ 村との繋がり形成

村の現状を理解した
若い世代の育成

飯舘村の活力の
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① プログラムを通した学生の体験及び意識変化に着目し
た教育効果を、訪問前後の意識の変化に着目し、心理
学的手法(PAC分析)を用いて評価・分析する

② 大学知を活かした農業再生のための教育研究プログラ
ムとして以下の研究活動に学生を参加させる

a. 農業環境中の放射性セシウムの把握
b. 作物のセシウム吸収メカニズムの解明
c. 根圏土壌中の放射性セシウムの挙動

福島イノベーション・コースト構想の実現に向けた
ロードマップ


